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₂₀₁₅年　くにたち公民館は₆₀周年を迎えます。

文
化
祭
と
私

　
60
年
間
公
民
館
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
市
民
文
化
祭
も
第
60
回

を
迎
え
ま
し
た（
詳
細
は
前
月
号
）。
そ
こ
で
今
回
は
、
実
行
委
員

会
に
よ
る
共
同
企
画
の
代
表
者
に
ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。

₆₀
回
目
を
迎
え
る
市
民
文
化
祭

　
　

︵
古こ

閑が

邦
子
・
第
６₀
回
国
立
市
民

 

文
化
祭
実
行
委
員
会
委
員
長
︶

今
年
度
の
く
に
た
ち
市
民
文
化
祭
は

６０
周
年
目
に
当
た
る
と
い
う
こ
と
で
委

員
長
と
し
て
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で

役
を
務
め
て
い
ま
す
。
こ
の
市
民
参
加

の
文
化
祭
は
、
美
術
・
伝
統
文
化
・
芸

能
・
国
際
交
流
な
ど
多
く
の
団
体
の
参

加
で
、
今
年
も
た
い
へ
ん
充
実
し
た
誇

れ
る
催
し
に
な
る
で
し
ょ
う
。

先
輩
方
が
長
き
に
わ
た
り
発
信
し
て

き
た
こ
の
文
化
祭
も
６０
回
目
と
い
う
節

目
を
迎
え
、
こ
れ
ま
で
積
み
上
げ
て
き

た
歴
史
を
繋
い
で
い
く
思
い
と
と
も
に
、

さ
ら
に
こ
れ
か
ら
の
発
展
を
願
わ
ず
に

は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

ぜ
ひ
と
も
市
民
の
皆
様
に
こ
の
文
化

祭
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
、
応
援
を
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

次
の
世
代
に
継
い
で
い
く
た
め
に

 

︵
川
村
冨
美
枝
・
合
同
い
け
花
の
会
︶

私
た
ち
“
合
同
い
け
花
の
会
”
も
４０

周
年
を
迎
え
ま
す
。
１
９
７
６
年
、
各

流
派
指
導
者
の
諸
先
輩
方
が
個
々
に
参

加
さ
れ
て
い
た
の
を
集
結
し
、
第
１
回

の
開
催
か
ら
４０
年
。そ
の
当
時
か
ら「
い

け
花
」
は
最
盛
期
が
続
き
全
室
を
使
用

し
て
盛
大
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
現
在

は
３
階
だ
け
の
規
模
で
す
が
、
伝
統
花

・
創
作
花
・
造
形
と
現
代
空
間
に
合
っ

た
力
作
が
続
い
て
い
ま
す
。
今
日
で
は

各
団
体
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
取

り
入
れ
る
な
ど
活
性
化
を
図
る
と
と
も

に
、
次
世
代
へ
の
継
承
を
全
会
員
が
心

が
け
て
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
文
化
祭

︵
佐
伯
安
子
・
く
に
た
ち
茶
道
連
盟
、

 

合
同
い
け
花
の
会
︶

く
に
た
ち
茶
道
連
盟
は
文
化
祭
に
参

加
い
た
し
ま
し
て
、
毎
年
１１
月
2３
日
の

「
勤
労
感
謝
の
日
」
を
連
盟
の
茶
会
と

定
め
、
今
年
で
３６
回
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
（
今
年
は
公
民
館
の
休
館

日
に
当
た
る
た
め
１１
月
22
日
㈰
に
市
民

茶
会
が
行
わ
れ
ま
す
）。
私
が
初
め
て

文
化
祭
に
参
加
し
た
の
は
、
今
か
ら
４０

年
前
に
合
同
い
け
花
の
会
が
結
成
さ
れ

た
時
で
し
た
。
当
時
７０
代
の
師
匠
で
あ

る
義
母
と
共
に
ス
タ
ー
ト
を
し
た
の
で

す
。
い
け
花
の
仲
間
も
年
を
追
う
ご
と

に
増
え
て
、
公
民
館
全
室
で
見
事
な
花

展
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
私
も
そ
の
こ

ろ
の
義
母
の
歳
に
な
り
ま
し
た
。
い
け

花
と
茶
道
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
の
は
、

市
民
文
化
祭
と
い
う
目
標
が
あ
っ
た
故

と
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
あ
り

が
と
う
！　

文
化
祭
の
発
展
を
心
よ
り

願
っ
て
い
ま
す
。

総
合
美
術
展
を
回
顧
し
て

 

︵
本ほ
ん

宿し
ゅ
く

太
市
・
総
合
美
術
展
︶

文
化
祭
に
総
合
美
術
展
と
し
て
展
示

を
始
め
た
の
は
１
９
９
７
年
の
第
４2
回

か
ら
で
、
当
初
は
出
品
作
品
も
絵
画
だ

け
で
、
来
訪
者
も
少
な
か
っ
た
。

そ
の
後
、
実
行
委
員
の
人
達
や
、
出

品
者
の
制
作
熱
意
、
友
人
、
知
人
の
勧

誘
な
ど
に
よ
っ
て
作
品
の
種
類
も
絵
画

・
写
真
・
工
芸
・
書
・
拓
本
と
増
え
、

計
１５０
点
を
超
え
る
作
品
を
展
示
す
る
ま

で
に
成
長
し
た
。

た
だ
、
出
品
者
の
高
齢
化
が
進
ん
で

い
る
現
状
も
あ
り
、
若
い
人
の
参
加
を

促
す
必
要
が
あ
る
。
一
橋
大
学
の
美
術

部
に
働
き
か
け
る
な
ど
、
こ
の
先
の
活

性
化
に
向
け
て
の
活
動
も
続
け
て
い
く
。

こ
れ
か
ら
も
広
報
活
動
に
努
力
し
、

ま
た
、
文
化
祭
全
体
の
活
動
に
積
極
的

に
参
加
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

市
民
文
化
祭
の
思
い
出

 ︵
渡
邉
惠
子
・
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
︶

こ
の
原
稿
を
書
く
に
あ
た
り
初
回
か

ら
参
加
し
た
私
の
母
が
保
存
し
て
お
り

ま
し
た
﹃
市
民
文
化
祭
記
録
集　

３０
年

の
あ
ゆ
み
﹄
を
、
改
め
て
読
む
こ
と
に

し
ま
し
た
。
戦
後
の
苦
し
い
時
代
が
過

ぎ
、
や
っ
と
家
庭
に
静
か
な
平
和
が
訪

れ
た
頃
に
、
初
め
て
の
文
化
祭
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
皆
々
、
胸
を
膨
ら
ま
せ

楽
し
み
に
参
加
し
た
こ
と
と
、
ま
だ
娯

楽
の
少
な
か
っ
た
時
代
に
ど
ん
な
に
か

町
民
が
期
待
し
て
い
た
か
が
伺
わ
れ
ま

す
。町

に
出
来
た
木
造
の
公
民
館
か
ら
始

ま
っ
た
活
発
な
市
民
に
よ
る
文
化
活
動

は
脈
々
と
引
き
継
が
れ
、
さ
ら
に
専
門

分
野
に
分
か
れ
て
い
っ
た
様
に
思
わ
れ

ま
す
。
私
が
小
学
生
の
頃
に
兼
松
講
堂

や
音
大
の
舞
台
で
踊
ら
せ
て
い
た
だ
い

た
か
す
か
な
記
憶
が
あ
り
、
誇
ら
し
い

思
い
出
で
ご
ざ
い
ま
す
。

（ユネスコ学習権宣言）学習権とは、読み書きの権利であり、問い続け、深く考える権利であり、

第
₂₈
回
文
化
祭
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講　師　日比　嘉
よし

高
たか

（名古屋大学）

国立大学の法人化から１０年が経とうとする今、大学は岐
路に立たされています。文部科学省は昨年、１８歳人口の減
少や「社会的要請」に応えることを理由として、学部再編
を求める通達を出しました。
経済界主導の大学改革が進むなか、改めて大学の自治、
学問の自由の危機、そして社会における大学の役割を問い
直します。

〈日比さんの本〉『いま、大学で何が起こっているのか』
（ひつじ書房）、『ジャパニーズ・アメリカ　移民文学・出
版文化・収容所』（新曜社）など

と　き　１１月２９日（日）夜６時～８時
ところ　公民館　３階講座室　　定員　３５名（先着順）
＊�ご自由においでください。ただし、定員を超えた場合は
入場を制限させていただきます。

ボールを使った色々な運動遊びを親子で楽しみます。投
げたり蹴ったり叩いたり……。ボールの扱い方を遊びの中
で体験しましょう。

講　師　 坂本　史
ふみ

生
お

（NPO法人東京学芸大こども未来研究所）

と　き　１１月２９日（日）朝１₀時～１２時
ところ　南市民プラザ　多目的ホール
定　員　子ども（５歳～１０歳）と保護者

１2組（先着順）
持ち物　�飲み物、タオル、保護者共に動きやすい服装と靴

でお越しください。　
申込先　１１月１０日（火）朝９時～

公民館☎（５７2）５１４１

ワイワイおしゃべりをしながら、皆でご飯をつくって、
一緒に「いただきます！」自分たちで作ったご飯は、きっ
と美味しいはず。友達たくさんできるかも⁉
この講座は公民館に集まって、「おかんめし。」の方々に

ご飯づくりを教わりながら、みんなで一緒に食べます。
「料理に自信がない（＞＜）」という人も、「美味しいご飯
を食べたい（＊^ ^＊）！」という人も、「ちょっと時間が
あるから参加するか～」って人も、一緒に楽しい時間を過
ごしましょう！
＊「おかんめし。」は、国立市内でご飯づくりを通して若
者と交流を深めている「おかん」たちのグループです。

と　き　１２月１６日（水）夕５時～９時
ところ　公民館　３階実習室
対　象　中高生・大学生・１０代～2０代の方　定員　５名
持ち物　５００円（食材費）、あればエプロンなど
申込先　１１月１０日（火）朝９時～　電話・メール可
　　　　公民館〈電話〉（５７2）５１４１
　　　　　　〈メール〉a2０@whi.m-net.ne.jp

講　師　金井　景子（早稲田大学・日本近代文学）

と　き　１１月１２日（木）夜７時半～９時半
ところ　公民館　３階講座室
申込先　公民館☎（５７2）５１４１
＊�この講座はあらかじめ作品を読んできて、参加者が読み
を出しあいます。そのあと講師のお話を聞きます。

 
 

 
 
 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 

 
 
 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 

 
 
 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

運動が苦手な子も楽しい
 ボール遊び

〈親子で遊ぼう・考えよう〉

―中高生・大学生・１０代・２０代向け
「おかん」の☆家庭科講座―

〈図書室のつどい〉

いま、大学で何が起こっているのか
―「学問の自由」の「危機」を問う―

〈くにたちブッククラブ　記憶をたどり歴史を問う〉

樋口一葉
　『にごりえ・たけくらべ』

（新潮文庫）

あらゆる教育の手だてを得る権利であり、個人的、集団的力量を発達させる権利である。

＊
Ｊ
Ｒ
南
武
線
矢
川
駅
よ
り
徒
歩
１５
分

＊
立
川
バ
ス
：
国
立
泉
団
地
行
き
終
点

下
車
１
分

＊
く
に
っ
こ
バ
ス
：「
く
に
た
ち
南
市

民
プ
ラ
ザ
」
下
車

■南市民プラザへのアクセス

公
民
館
運
営
審
議
会
報
告

１０
月
１３
日
（
火
）
第
３０
期
第
１2
回

定
例
会
を
開
催
。
委
員
１３
名
、
館
長
、

職
員
２
名
が
出
席
。
傍
聴
１
名
。

前
回
の
議
事
録
確
認
・
議
事

○
「
く
に
た
ち
公
民
館
だ
よ
り
」
に

係
る
意
見
書
に
つ
い
て

職
員
よ
り
事
務
事
業
評
価
委
員
会

か
ら
の
事
前
質
問
の
報
告
あ
り
。

意
見
書
に
つ
い
て
、
複
数
の
委
員

よ
り
文
面
の
部
分
的
修
正
、
要
点
の

整
理
・
明
確
化
、
事
務
事
業
評
価
項

目
に
沿
っ
た
内
容
の
加
筆
等
の
提
案

あ
り
。
是
非
を
議
論
。
文
面
の
ま
と

め
は
委
員
長
一
任
と
し
た
。

○
諮
問
「
国
立
市
公
民
館
の
事
業
評

価
の
あ
り
方
」
に
つ
い
て

職
員
よ
り
事
業
評
価
の
現
況
と
し

て
公
民
館
事
業
に
係
る
事
務
事
業
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ー
ト
及
び
事
務
報
告

書
に
つ
い
て
説
明
あ
り
。

報
告
事
項

○
公
民
館
だ
よ
り
編
集
研
究
委
員
会

１０
月
号
に
つ
い
て
、
シ
リ
ー
ズ
・

私
と
公
民
館
が
広
く
読
ま
れ
る
こ
と

を
期
待
。

○
社
会
教
育
委
員
の
会

第
５
回
定
例
会
を
開
催
。
生
涯
学

習
振
興
・
推
進
計
画
に
係
る
諮
問
に

つ
い
て
、
他
市
の
生
涯
学
習
計
画
を

分
担
精
読
し
、
特
徴
や
感
想
を
発
表
。

○
東
京
都
公
民
館
連
絡
協
議
会

９
月
2６
日
に
狛
江
市
中
央
公
民
館

で
研
修
会
を
開
催
。
国
立
市
公
民
館

「
未
来
夜
話
」
の
事
例
発
表
が
好
評
。

次
回
は
、
１１
月
１０
日
（
火
）
午
後

７
時
１５
分
か
ら
公
民
館
３
階
講
座
室

に
て
開
催
予
定
。傍
聴
歓
迎
。（
間
瀬
）
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講　師　番
ばん

園
ぞの

　寛也（一橋大学大学院生＊）

「故郷」という言葉から皆さんは何を思い浮かべますか？
　その人の経験の中で積み重なった土地と人との結びつきの
中に、それぞれの「故郷」のイメージがあるでしょう。
石牟礼道子の『苦海浄土　わが水俣病』の中でも、「故

郷」という言葉は、被害と加害の複層的な交差の中に生きる
ことの意味を描くためのキーワードとなっています。水俣病
事件の歴史に伏流する「故郷」の思想的な意味を、初回は
１９６０～１９７０年代の石牟礼作品を中心に、第二回は同時代の
「故郷」や「村」をめぐる思考を照らし合わせながら探りま
す。

と　き　１２月１３日、１２月２７日（全２回）
　　　いずれも日曜日、昼２時～４時

ところ　公民館　３階講座室
定　員　３０名（申込先着順）
申込先　１１月１2日（木）朝９時～
　　　公民館☎（５７2）５１４１

＊一橋大学大学院生による講座
国立市内の一橋大学では、研究者を目指す大学院生

が日夜研究に励んでいます。そこで公民館が架け橋と
なり、若手研究者と地域社会との交流講座を企画しま
した。最新の研究動向に触れるも良し！　修行中の院
生にアドバイスするも良し！　院生が講師となって専
門分野をご紹介します。

「故郷」とはいかなる場所か？
―『苦海浄土　わが水俣病』と流民の故郷―

ひ
ろ
ば

（
４
ペ
ー
ジ
に
も
あ
り
ま
す
）

フ
ル
ー
ト
サ
ー
ク
ル
会
員
募
集

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
魅
力
を
追
及
す
る

と
と
も
に
、
メ
ン
バ
ー
の
和
を
大
切
に

し
て
い
ま
す
。
半
年
で
五
曲
く
ら
い
仕

上
げ
、
秋
に
演
奏
会
を
開
い
て
い
ま
す
。

フ
ル
ー
ト
ア
ン
サ
ン
ブ
ル「
桜お

う

音い
ん

の
会
」

日
時　
第
２
、
４
火
曜
日
夜
６
時
～
８
時

場
所　

富
士
見
台
地
域
防
災
セ
ン
タ
ー

連
絡
先　

西
村
０９０
（
１２１０
）
２
６
４
０

く
に
た
ち
ギ
タ
ー
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。
ビ
ギ
ナ
ー
、
ベ
テ
ラ
ン
、
こ
れ

か
ら
始
め
た
い
方
、
歓
迎
し
ま
す
。
ギ

タ
ー
の
無
料
貸
出
し
い
た
し
ま
す
。
入

会
金
、
会
費
不
要
で
す
。

日
時　

月
２
～
３
回
、
不
定
期

場
所　

公
民
館　

音
楽
室
な
ど

連
絡
先　

小
宮
０９０
（
４０２７
）
６
９
７
４

１
月
号
の
「
ひ
ろ
ば
」
原
稿

締
切
り
は
、
印
刷
の
都
合
に

よ
り

１２
月
１
日
㈫
夕
５
時
で
す
。

「
国
立
練
功
会
」
会
員
募
集

2４
・
４８
式
を
中
心
に
、
初
心
者
や
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
し
た
い
方
も
楽
し
く
太
極

拳
を
し
て
い
ま
す
。
初
心
者
の
方
も
安

心
し
て
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
是
非
体

験
し
て
み
て
下
さ
い
。

日
時　

毎
週
金
曜
日
昼
３
時
～
５
時
半

場
所　

総
合
体
育
館　

第
３
体
育
室

連
絡
先　

山
田
０９０
（
３４３９
）
０
３
３
９

和
弓
を
ひ
い
て
み
ま
せ
ん
か
！

和
弓
は
姿
勢
を
良
く
し
、
集
中
力
を

養
い
、
誰
に
で
も
出
来
る
ス
ポ
ー
ツ
で

す
。
最
初
、
用
具
は
会
で
用
意
し
ま
す
。

会
費
一
回
５００
円
。
詳
細
は
夜
７
時
以
降

電
話
を
下
さ
い
。
く
に
た
ち
弓
友
会

日
時　

毎
週
一
回
土
曜
ま
た
は
日
曜
朝

場
所　

昭
島
市
総
合
体
育
館
弓
道
場

連
絡
先　

長
谷
川
（
５７６
）
１
４
８
９

水
泳
サ
ー
ク
ル　

ド
ル
平
の
会

日
本
水
泳
連
盟
公
認
コ
ー
チ
に
よ
る

水
泳
指
導
と
、
水
中
体
操
を
楽
し
む
サ

ー
ク
ル
で
す
。
泳
げ
な
い
方
、
も
っ
と

上
達
し
た
い
方
、
ヒ
ザ
痛
な
ど
で
陸
上

運
動
が
不
安
な
方
等
に
お
勧
め
で
す
。

日
時　

毎
週
火
曜
日
朝
１０
時
～
１2
時

場
所　

総
合
体
育
館　

室
内
プ
ー
ル

連
絡
先　

外
池
（
５７６
）
２
０
３
７

「
小
さ
き
声
の
カ
ノ
ン
」
上
映
会

福
島
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
。
国
境
を

越
え
、
母
た
ち
の
小
さ
な
声
が
響
き
始

め
る
。
鎌
仲
ひ
と
み
監
督
最
新
作
上
映

と
監
督
ト
ー
ク
、
レ
ゲ
エ
等
ラ
イ
ブ
他
。

「
希
望
は
こ
こ
に
」
実
行
委
員
会

日
時　

１１
月
１４
日
㈯
昼
１
時
開
演

場
所　

芸
小
ホ
ー
ル

連
絡
先　

矢
田
０８０
（
５０１７
）
８
０
０
８

ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
へ
の
お
誘
い

「
ダ
ン
ス
メ
イ
ト
」
で
社
交
ダ
ン
ス

を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？
プ
ロ
Ａ
級
の
女

性
講
師
に
よ
る
丁
寧
な
指
導
で
和
気
あ

い
あ
い
と
レ
ッ
ス
ン
し
て
い
ま
す
。
自

主
練
習
も
あ
り
見
学
は
い
つ
で
も
自
由
。

日
時　

月
３
回
金
曜
夜
７
時
～
８
時
半

場
所　

福
祉
会
館　

４
階
大
ホ
ー
ル

連
絡
先　

伊
東
（
５７５
）
７
２
３
１

中
国
語
会
話
サ
ー
ク
ル

張
培
華
先
生
に
よ
る
会
話
・
発
音
の

指
導
及
び
中
国
文
化
の
学
習
と
理
解
。

会
員
同
士
の
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
に
よ
る
会

話
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し
ま
す
。

初
級
者
歓
迎
。
見
学
可
。

日
時　

金
曜
日
夜
７
時
～
８
時
半

場
所　

公
民
館

連
絡
先　

和
泉
０９０
（
７９４３
）
４
３
０
３

混
声
合
唱
公
開
練
習
・
見
学
大
歓
迎

合
唱
の
好
き
な
方
、
国
立
と
き
わ
会

の
公
開
練
習
に
お
い
で
下
さ
い
。
和
や

か
な
中
に
も
上
質
な
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
目

指
す
私
た
ち
の
練
習
風
景
を
見
学
し
、

一
緒
に
歌
い
、
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
時　

１１
月
１５
日
㈰
昼
３
時
１５
分
～

場
所　

さ
ん
せ
い
ホ
ー
ル
３
階

連
絡
先　

深
町
０９０
（
８５９２
）
２
４
４
４

２
０
１
５
年　

人
物
画
展

今
年
の
例
会
で
の
人
物
画
に
加
え
、

静
物
、
風
景
画
も
展
示
し
ま
す
。

絵
画
を
中
心
に
、
皆
様
と
楽
し
い
時

間
を
過
ご
せ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
お
い
で
下
さ
い
。

日
時　

１１
月
１８
～
2３
日
朝
１０
～
夕
５
時

場
所　

芸
小
ホ
ー
ル
２
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

連
絡
先　

榎
本
（
５７１
）
０
３
８
５

ら
く
ら
く
ス
イ
ミ
ン
グ
参
加
者
募
集

2７
年
度
シ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業

参
加
費
無
料
。
初
心
者
か
ら
公
認
指
導

員
が
レ
ベ
ル
別
に
レ
ッ
ス
ン
し
ま
す
。

市
内
在
住
６０
歳
以
上
の
方
対
象
。
先
着

2５
名
。
主
管　

国
立
市
水
泳
連
盟

日
時　

１１
月
１８
日
㈬
朝
１０
時
～　

４
回

場
所　

総
合
体
育
館　

室
内
プ
ー
ル

連
絡
先　

堀（
５７５
）８
３
８
１（
夜
間
）

国
際
友
好
会
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
の
会

１１
月
の
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
会
は
、
一
橋
大
学
留
学
生
の
ケ
ン

・
ポ
リ
ン
さ
ん
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
歴
史

・
文
化
、
諸
事
情
に
つ
い
て
紹
介
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

日
時　

１１
月
１９
日
㈭
夜
６
時
半
～

場
所　

一
橋
大
学　

国
際
交
流
会
館

連
絡
先　

和
田
０９０
（
３４９７
）
２
１
１
０

学習権とは想像し、創造する権利であり、自分自身の世界を読み取り、歴史をつづる権利であり、
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力
な
り
と
納
得
し
た
。

そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
縁
あ
っ
て
、

ブ
ラ
ジ
ル
の
還
暦
野
球
の
チ
ー
ム
と
交

流
試
合
を
し
て
い
て
２
年
前
は
ブ
ラ
ジ

ル
に
遠
征
し
、
国
際
交
流
に
も
一
役
買

っ
て
い
る
。

「
古
希
リ
ー
グ
も
あ
る
し
、
全
国
大

会
も
あ
る
ん
だ
よ
」
と
野
球
少
年
の
よ

う
に
目
を
キ
ラ
キ
ラ
さ
せ
た
白
髭
の
顔

に
「
人
生
い
つ
も
青
春
」
を
感
じ
た
。

楽
し
く
、
体
力
づ
く
り
、
仲
間
づ
く

り
が
で
き
れ
ば
と
の
こ
と
。

会
員
2３
人
。
み
ん
な
と
楽
し
く
野
球

が
で
き
る
方
を
募
集
中
。

連
絡
先　

丸
山
（
５７２
）
０
１
０
６

 

〈
写
真
・
文　

長
田
利
信
〉

墨
絵
の
年
賀
状
づ
く
り

賀
状
に
一
筆
墨
絵
を
添
え
て
み
ま
せ

ん
か
。
主
催
・
西
福
祉
館
運
営
委
員
会

講
師　

冨
樫
廣
志
（
水
墨
画
）
無
料

先
着
2０
名
。
小
筆
の
み
持
参
下
さ
い
。

申
込
み
は
西
福
祉
館
へ
火
木
土
の
午
前

日
時　

１１
月
2０
日
㈮
昼
２
時
～
４
時

場
所　

西
福
祉
館　

１
階
大
広
間
和
室

連
絡
先　

西
福
祉
館
（
５７３
）
９
９
２
６

第
２０５
回
く
い
し
ん
ぼ
ク
ラ
ブ 

範ハ
ン

さ
ん
の
中
国
料
理

お
得
意
の
家
庭
料
理
を
習
い
ま
し
ょ

う
。
材
料
費
８００
円
。
ふ
き
ん
と
ゴ
ミ
袋

を
ご
持
参
下
さ
い
。

日
時　

１１
月
2１
日
㈯
昼
１
時
～

場
所　

福
祉
会
館　

３
階
料
理
講
習
室

連
絡
先　

八は
ち

宮み
や

（
５７１
）
１
０
０
７

Ｒ
水
素
ハ
ウ
ス
を
見
学
し
よ
う
！

水
か
ら
電
気
を
作
る
注
目
の
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー“
Ｒ
水
素
”設
備
の
見
学

会
。
講
師　

江
原
春
義
氏　

主
催
エ
ネ

シ
フ
く
に
た
ち　

参
加
費
１５００
円
要
予
約

日
時　

１１
月
2１
日
㈯
昼
２
時
～
３
時

場
所　

Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｍ
Ｕ
Ｎ
Ｅ
２４６　

表
参
道

連
絡
先　

ス
ペ
ー
ス
Ｆ

�

（
５７３
）
４
０
１
０
（
伝
言
）

国
立
ま
な
び
あ
る
き
の
会
ウ
ォ
ー
ク

国
立
周
辺
を
主
に
毎
月
歩
い
て
い
る

会
で
す
。
１１
月
は
、
国
立
か
ら
国
分
寺

駅
間
の
国
分
寺
崖
線
の
ハ
ケ
上
を
歩
き

ま
す
。
元
国
立
高
校
講
師
の
角
田
先
生

も
ご
参
加
の
予
定
で
す
。
ご
関
心
の
あ

る
方
は
１６
日
ま
で
に
ご
連
絡
下
さ
い
。

日
時　

１１
月
2３
日
㈷
朝
９
時
～

連
絡
先　

大
井
０９０
（
６９４９
）
８
９
８
４

く
に
た
ち
市
民
合
唱
団
演
奏
会

ビ
バ
ル
デ
ィ
「
グ
ロ
ー
リ
ア
」、
グ

ノ
ー
「
レ
ク
イ
エ
ム
」。
指
揮
坂
本
徹
。

独
唱
・
本
宮
廉き

よ

子こ

、
北
條
加
奈
、
坂
口

寿
一
、
小こ

藤と
う

洋
平
。
合
唱
・
市
民
合
唱

団
。
２
千
円
。
芸
小
ホ
ー
ル
で
発
売
中
。

日
時　

１１
月
2８
日
㈯
夜
６
時
半
～

場
所　

芸
小
ホ
ー
ル

連
絡
先　

川
上
０８０
（
６６０２
）
７
８
３
４

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
東
京
都
第
１４５
団

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
と
自
然
の
中
で
ゲ

ー
ム
を
楽
し
む
「
な
か
よ
し
ラ
リ
ー
」

を
開
催
し
ま
す
。
対
象
は
来
年
年
長
と

小
学
校
低
学
年
の
少
女
で
す
。
１１
月
2７

日
ま
で
に
秋
山
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

日
時　

１１
月
2９
日
㈰
朝
９
時
半
～
１2
時

場
所　

矢
川
上
公
園
（
雨
天
中
止
）

連
絡
先　

秋
山
（
５７５
）
２
７
１
３

＊印は参加自由、他は事前申込みが必要です。

今月の公民館（11 月、12 月初）

１２日（木）夜　くにたちブッククラブ
� 樋口一葉『にごりえ・たけくらべ』

２９日（日）朝　親子で遊ぼう・考えよう
� 「運動が苦手な子も楽しいボール遊び」

２９日（日）夜＊図書室のつどい
　� 「いま、大学で何が起こっているのか」
� ―「学問の自由」の「危機」を問う―

１２月１３日（日）昼～
　���������「故郷」とはいかなる場所か？
� ―『苦海浄土　わが水俣病』と流民の故郷―

１６日（水）夜　青年講座
　「今日、ご飯つくってみる？」� ―中高生・大学

生・１０代・２０代向け「おかん」の☆家庭科講座―

ひ
ろ
ば

（
３
ペ
ー
ジ
に
も
あ
り
ま
す
）

青
空
に
白
球
が
飛
び
交
い
、
鋭
い
打

球
に
「
も
う
一
丁
っ
！
」
と
く
ら
い
つ

く
。
谷
保
第
三
公
園
の
国
立
フ
レ
ン
ド

シ
ニ
ア
の
練
習
風
景
だ
。

こ
の
サ
ー
ク
ル
は
、
１６
年
前
退
職
し

て
時
間
を
も
て
あ
ま
し
て
い
た
野
球
好

き
の
人
た
ち
が
「
野
球
を
や
ろ
う
よ
」

と
発
足
し
た
の
が
始
ま
り
。

東
京
都
還
暦
軟
式
野
球
連
盟
に
加
盟
。

１
部
リ
ー
グ
に
８
チ
ー
ム
ず
つ
９
部
リ

ー
グ
あ
り
、
春
・
秋
と
各
部
で
リ
ー
グ

戦
を
行
い
、
上
位
３
チ
ー
ム
が
上
の
リ

ー
グ
に
、
下
位
３
チ
ー
ム
が
下
の
リ
ー

グ
に
と
入
れ
替
え
が
あ
る
。
国
立
フ
レ

ン
ド
シ
ニ
ア
は
３
部
リ
ー
グ
で
２
部
に

上
が
る
こ
と
も
あ
る
と
の
こ
と
。
プ
ロ

経
験
、
都
市
対
抗
出
場
経
験
者
も
い
る

１
部
リ
ー
グ
に
届
か
ず
と
も
立
派
な
活

躍
ぶ
り
だ
。

上
は
８０
歳
代
の
方
か
ら
、
お
腹
の
出

て
い
る
人
、
開
腹
手
術
を
し
た
人
、
白

髪
が
目
立
つ
人
な
ど
様
々
だ
か
ら
、
時

に
は
足
が
も
つ
れ
た
り
、
お
手
玉
し
た

り
、
空
振
り
も
す
る
が
、
的
確
な
ス
ロ

ー
イ
ン
グ
や
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
、
き
び
き

び
し
た
走
り
方
や
捕
球
動
作
な
ど
が
見

事
だ
。
聞
け
ば
、
毎
火
曜
日
が
練
習
で
、

土
曜
日
に
試
合
。
し
か
も
年
末
年
始
を

除
い
て
年
中
無
休
と
の
こ
と
。
継
続
は

〈
サ
ー
ク
ル
訪
問
２
９
０
〉�

還
暦
軟
式
野
球 

　
国
立
フ
レ
ン
ド
シ
ニ
ア

ーこの「公民館だより」は再生紙を使用していますー　

晩秋の風に抱かれて
撮影　露木昭治さん（東）

いつかは１部リーグ！




